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感で， iプーランヅァスの方法をどう思うか」とか iゴルト γ ャイトの復活をどう思
うか」とか，たびたび，諭談を試みられた。私どもが留学すると，きめ細かく注意を与
えたメモや，最近目文化動向などが書きおくられてくることも多<，文化や宗教，美術
にも一家言をもっておられた。お住いが奈良で，ゆかりの寺院，陶芸(赤膚焼きがとく
にお気に入りであった〕家とのおつきあいがしからしめたのかも知れない。
以上，先生の学問研究目方訟を中心に，ぞれが先生の人となりとどのようにわかちが
たくむすびついていたかをりべてきた。結びにあた 3て，先生の一徹さを示すェピソ-
Vを記しておきたい。先生がおなくなりにな勺た 1-'仁私たちは，先生が一切の叙勲を
おことわりになっていたことを知らなかった。経済学部の事務長はじめ，京大本部の事
務当局者もわずらわせて申請しようとしたところ，実は，先生は，生前一貫して叙勲を
辞退されていたことがわかったのである。私どもは，先生からそのような話をきいたこ
とがなかった1..-，気がつきもしなかった。いわば，文字通り不肖の弟子たちである。よ
く考えてみれば，先生は，あの1930年代から岨年代の激動期を生き設かれ，目頃の先生
のお考えからすれば，辞退されても，何の不思議もなかったであろうに，これはまた，
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また先生にお叱りをうけそうである。
ら
京大をご停年のとき，先生は，奥様とお二人で研究室を片附けられ，私たちをよびあ
つめて， I何でも好きな本をもってゆけ」と申し渡された。先生白書棚には貴重本が一
杯あったから，みな先を争って，拝領し亡しまったが，ほとんどの書物は，墨字で署名
されていた。これらの署名も先生のお宅の表干しも先生以外には絶対にまねのできない
“〈せ字"で，豊崎稔主書かれていた。品目表札も， もうかかげられないと思うと悲し
い。 しかし先生が，わかちあたえられた宝物の数々は，いつまでも，人びとの心のなか
に生きj 伝えられてゆくことを信じて疑わない。先生どうか安らかにお休み下さい。
(J984年9月記〉
〔記本稿の作成にあたっては，畳崎先生に京大で指導をうけたかたがたから多く
の資料の提供をうけた。また，これb資料のとりまとめと本楠の執筆について，先生白
門下生の 人である池上惇教授から多大田ご助力を頂いた。記して厚くお礼を中し上げ
たい。〉
